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Summary 
This study aims to explore the n田essityof establishing the practical theory of residential social worker's 
performance in nursing home by re司ewingthe relevant literature. There is no clear， 0伍.cialregulation about 
the practias of residential s∞ial worker in the nursing home，阻止 therefore，the practices v田γwidelyby 
institution. 
A review of the existing literature clar姐edthat one of the rea回 nsdelaying the establishment of a practical 
theory is that the previous studies of residential s田ialworkers' practices did not take in旬 considerationthe 
individualities of institutional settings with various句rpesof clients， such as the elderly， the disabled or 
children. This implies the need to substarltiate the hypothetical practical model加 proposeimprovements旬
residential social workers' practices， aimed at meeting the needs of elderly nursing home residents. 
Keywords :特別養護老人ホーム、生活相談員、ソーシャルワーク、ケアワーク





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































岡本ら 日本社会福祉 石田ら 和気分類項目
実践理論学会
1989 1998 2010 2006 
代弁的機能 相談支援




ニーズの把握ケアマネジメント 心理社会的援助 調停的機能 アセスメント関連 機能 ケアプラン
他職種との
連絡・調整機能 仲介的機能 チームマネシ守メント 連絡・調整
連携調整関連 連携的機能
































































































































































と三者の関係，ソーシャルワーク研究， 12 (1)， 4・9，
(1986) 
16)成清美治:~ケアワーク入門 第 1 版~，誠心書房，
学文社， 45・48(2009) 
17) 大和田猛・『ソーシャルワークとケアワーク~，中央
法規出版， 282 (2004) 
18)中村敏秀:社会福祉援助技術論の位相 ソーシヤル
ワークとケアワークの関係を巡って，回園調布学園
大学紀要， 2， 1-13 (2007) 
19) 白津政和:前掲書， (2004) 
20)深谷美枝:連続と断絶 ソーシャルワークとケアワ
ークをめぐる論点，立正大学社会福祉学部紀要 人
間の福祉， 6， 93・109(1999) 
21)木全和己:前掲書， 140， (2007) 
22)米本秀仁:生活型福祉施設のソーシャルワークのゆ




25)木全和己:前縄書， 140， (2007) 
26)根本博司:前掲書， (1986) 
27)成清美治:前掲書， 45・48(2009) 
28)大和田猛:前掲書， 282 (2004) 
29)日本学術会議 第 18期社会福祉・社会保障研究連
絡委員会『ソーシャルワークが展開できる社会シス









生の指標， 57(1)， 6・14(2010) 
33)木全和己:前掲書， (2007) 
34) 石井三智子:~介護のためのソーシャルワーク~，一
橋出版， 21-64 (1997) 
35)大和田猛 前掲書， 278・282(2004) 
36) 白湾政和:介護福祉の本質を採る ソーシャルワー
クとの関連で，介護福祉学， 13(1)， 15-23 (2006) 
37)中村敏秀:前掲書， (2007) 
38)中村敏秀:前掲書， 11-12 (2007) 
39) 白湾政和:前掲書， 14 (2004) 
40)北島英治 第 3章 社会福祉実践の展開過程，北島
英治・白津政手口・米本秀仁編『社会福祉援助技術論
(上a ミネルヴァ書房，京都， 73-93 (2002) 
41)小笠原祐次:前掲書， 170 (1998) 
42)芳賀恭司・前掲書， 87 (2006) 
43) 白湾政和:前掲書， 17・18(2004) 
44)週刊社会保障:週刊ニュース 介護療養型の廃止期
限を延期一介護保険法等改正案が審議入りー衆院厚
労委， 65 (2629)， 16・17(2011) 
45)厚生労働省:前掲書， 11 (2012/07/27 アクセス可
?????，?? 、
- 44ー
生活科学研究誌・ Vol.11 (2012) 
能)
46)厚生労働省:前掲書， 13 (2012/07/27 アクセス可
能)
47)浅野仁・問中荘司:W 日本の施設ケア~，中央法規，





の介護を支えるケアの確立について~， 70 (2003) 
50)厚生労働省:前掲書， 14 (2012/07/27 アクセス可
能)












合研究所，東京， 17 (2010) 
55) Erving Goffman: Asylums;・Essayson the Social 
Situation of Mental Patients and Other Inmates ， 
Penguin Books， London， (1991) 








60)高齢者介護研究会:前掲書， 50 (2003) 
61)厚生労働省:前掲書， 10 (2012/07/27 アクセス可
能)


















71)成清美治:Wケアワーク入門 第 1 版~，学文社，東
京， 30 (2009). 
72)神奈川県高齢者福祉施設協議会:W高齢者福祉サーピ
ス 生活相談援助・業務マニュアル~，中央法規出版，
東京， 15・17(2007) 
73)芝野松次郎:前掲書， 1・22(2002) 
(12) 
- 45一
上回:特別養護老人ホームにおける生活相談員の行うソーシャルワーク及びケアワーク実践に関する文献的研究
特別養護老人ホームにおける生活相談員の行う
ソーシャルワーク及びケアワーク実践に関する文献的研究
上田正太
要旨:本研究は、特別養護老人ホームに従事する生活相談員の実践内容が、公的に規定されておらず、ま
た施設ごとに異なる実践が行われている状況を踏まえ、その職種としての実践論確立必要性を明確化する
ことを目的に実施されたものである。特別養護老人ホームの相談員をはじめ、施設の相談援助職における
実践論の確立が進まない背景には、支援対象となる施設利用者は、高齢者だけでなく、障害者や児童と幅
広く存在するにも関わらず、個々の対象者に焦点を絞って、相談援助職の実践がどうあるべきかの検討が
不十分であることが一因にあることを、先行研究を通して確認した。特別養護老人ホームの相談援助職の
実践論を確立するうえでは、特養利用者のニーズを満たす上でどのような実践が求められているのか、現
場実情に根ざした実証的な研究が欠かせないことが示唆された。
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